
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2020年4月30日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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主要国株価指数の推移
（期間：2020年4月30日～2021年5月21日）

https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202105_outlook.pdf

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。

40.95%

騰落率

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
5月21日

米国：政府による大規模な財政支出やFRBによる緩和的な金融政策が継続する中、経済活
動の正常化による企業業績の改善見通しが続くとみています。しかし、株式相場が上昇基
調を続ける中、ハイテク企業に対する規制強化に加え、依然として長期金利上昇に対する
警戒感も残ることから調整圧力もかかりやすく、当面は上値の重い展開とみています。
欧州：企業業績は世界景気回復の恩恵を受けつつ回復に向かうとみられますが、域内主要
国での行動制限長期化の影響も懸念されることから、上値の重い展開とみています。

（期間：2020年4月30日～2021年5月21日）
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マーケットの動き（2021年5月17日～5月21日） 米国株価指数の推移

米国、欧州とも上値の重い展開

先週の米国株式市場は、前週末比で下落しました。
週末に発表されたPMI（製造業購買担当者景気指数）は欧米ともに好調だったもの
の、FOMC（米国連邦公開市場委員会）の議事要旨にて、量的緩和縮小に向けた議論
の開始時期について言及されたことや、仮想通貨市場の下落が市場心理を悪化させま
した。
欧州株式市場もおおむね米国に連動した推移となりました。

投資環境見通し（2021年5月）

39.77%

S&P500種株価指数 4,155.86 ▲0.43% ▲0.42% 16.16%

NYダウ 34,207.84 ▲0.51% 0.21% 15.60%
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